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Ⅰ. 投稿手続き 

1. 投稿資格 

 早稲田大学ロシア文学会会員であること。 

 

2. 締切 

 投稿希望を出した年の 7月末（締切日は投稿希望者に個別に通知する）。 

 本学大学院生は事前に指導教授の校閲を経ること。 

 

3. 原稿の返却 

 投稿原稿は返却しない。 

 

4. 掲載の可否 

 編集委員会で決定し、8月末日までに投稿者に連絡する。 

 掲載決定後、書き直しや修正を求める場合がある。 

 

5. 掲載料 

 掲載決定者は、掲載料として 5,000 円を納入する。 

 納入方法の詳細については、別途、編集委員会から連絡する。 

 

6. 進呈部数 

 研究論文・研究ノート執筆者には掲載誌 3 部と抜刷 50 部を進呈する。 

 その他の原稿執筆者には掲載誌 1部を進呈する。 

 

 

 

 

 



Ⅱ. 提出原稿の形態 

 

1. 原稿の種類と量 

 a) 研究論文（40 枚以内） 

 b) 研究ノート（20～40 枚） 

 c) 学会研究報告要旨（5 枚前後） 

 d) 書評（10 枚以内） 

e) その他 

原稿枚数は、いずれも 400 字詰原稿用紙換算。註の部分も、原稿枚数に含む。 

 

2. 表題紙 

 本文の前に表題紙を設け、表題・執筆者名・肩書き・連絡先を記入する。 

 副題のある場合は、副題の前後にダッシュを 2字分ずつ置く（副題の前のみでもよい）。 

 補助目次のために、表題はロシア語訳、あるいはその他ヨーロッパ語訳を併記する（逐語訳

でなく、説明的に訳してよい。ネイティブスピーカーの確認を経ること）。執筆者名もロシア語表

記（あるいはその他のヨーロッパ語の表記）を添える。 

 肩書きは本誌の執筆者紹介欄に掲載される。 

  例）「○○大学教授」「○○大学非常勤講師」「○○大学大学院博士後期課程在学中」「著

述」など 

 

3. 図版 

 図版は、論述の参考資料として必要最小限なものを掲載することができる。 

 図版の掲載希望者は、掲載位置を示した原稿とともに画像データを提出する。 

 原図の複製が著作権に触れないことは、執筆者の責任において確認されているものとする。 

 

4. 掲載決定論文の最終提出原稿 

 掲載が決定した論文に関しては、書き直しや修正等の改訂を加えた最終稿を、MS-Word 等

で作成した電子データを添付ファイルとして e-mailで送付すること。 

 

5. 校正 

 著者校正は原則として第 2 校（再校）までとする。 

 加筆は原則として不可。明らかな誤り以外は訂正も極力避けること。 

 



6. 著作権について 

 本誌に掲載された記事の著作権は、記事の執筆者に帰属する。ただし、本誌編集委員会は

本誌に掲載された記事の原稿を電子化して公開する権利を有するものとし、本学図書館が運

営する「早稲田大学リポジトリ」で電子版の無料公開を行う。 

 

Ⅲ. 原稿作成に関する諸原則 

●英数字 

 英数字に関しては、半角を使用すること。 

 

●句読点 

 和文の句読点は、「、」・「。」を用いる。直前に、欧文・露文の語がきた場合は、「,」・「.」を用い

るか、欧文・露文を丸括弧でくくった上で、「、」・「。」を付す。 

 

●引用 

 短い引用は、改行なしに引用符「 」、“ ”、《 》を用いて本文に組み込む。 

 長い引用は、引用符を用いず、前後を 1 行空け、2字下げで組む。 

 

●引用中の中略 

 和文の引用中の中略は、［……］で示し、特に「中略」などの文字は入れない。 

 

●引用者の註 

 引用者の註は［ ］の中に直接入れ、「引用者註」などの文字は入れない。 

 

●註 

論文全体に文献表対照方式など特別な方式を用いるのでないかぎり、註は後註とす

る。 

  なお、引用部分などに関して、引用符、註番号、句読点の三種類の記号が併記される場合、

引用符、註番号、句読点の順で記載する。 

  例）「海岸通りに新しい顔が現われたという噂であった──犬を連れた奥さんが」（７）。 

 一般にどのような場合においても、句読点が最後にくるのを原則とする。但し、上記の「長い

引用」の場合のみ、註番号が最後となる。 

 

●文献の表示 



 文献表示に関しては、北海道大学スラブ･ユーラシア研究センターが採用している「『スラヴ

研究』ほかスラブ研究センター和文出版物の引用注の様式」(以下の URL より PDFでダウンロ

ードできる）に従って、記述すること。 

http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/publictn/slavic-studies/slav-chu.pdf 
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